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山
中
千
尋
さ
ん
の
コ
ラ
ム
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
有
料
携

帯
サ
イ
ト
「
じ
ょ
う
も
ば
い
る
」
で
全
て
読
め
ま
す
。

●●259●●

月
も
３
週
目
に
入
り
、

年
末
の
慌
た
だ
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
来
週
か
ら
始

ま
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備
に

忙
し
い
毎
日
。
で
も
、
時
差

の
な
い
生
活
が
本
当
に
快

適
。
体
が
喜
ん
で
い
る
の
が

分
か
り
ま
す
。
お
か
げ
で
仕

事
が
は
か
ど
り
、
気
づ
け
ば

朝
の
４
時
過
ぎ
。
当
然
、
起

床
は

時
を
回
っ
た
お
昼
近

く
。あ

れ
？
一
体
ど
こ
の
時
間

帯
で
理
想
的
な
早
起
き
生
活

を
し
て
い
る
の
か
と
調
べ
て

み
た
ら
、
ロ
シ
ア
の
エ
カ
テ

リ
ン
ブ
ル
ク
に
い
る
と
ち
ょ

う
ど
良
い
。
ま
さ
か
睡
眠
サ

イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
エ
カ
テ

リ
ン
ブ
ル
ク
に
住
む
わ
け
に

い
き
ま
せ
ん
。
ラ
イ
ブ
や
コ

ン
サ
ー
ト
の
サ
ウ
ン
ド
チ
ェ

ッ
ク
は
午
前
中
か
ら
始
ま
り

ま
す
の
で
、
ど
う
に
か
朝
型

の
生
活
に
シ
フ
ト
し
て
い
か

な
い
と
。

最
近
、
仕
事
の
合
間
に
イ

タ
リ
ア
語
を
習
っ
て
い
ま

す
。
イ
タ
リ
ア
で
演
奏
し
始

め
て

年
。
カ
タ
コ
ト
の
イ

タ
リ
ア
語
で
済
ま
せ
て
き
ま

し
た
が
、
英
語
が
あ
ま
り
通

じ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
思
い

切
っ
て
始
め
た
の
で
す
。
男

性
名
詞
と
女
性
名
詞
、
人
称

で
も
全
て
動
詞
や
形
容
詞
が

変
化
す
る
の
で
頭
が
爆
発
し

そ
う
。あ
の
い
い
か
げ
ん
な
、

い
え
、
お
お
ら
か
な
イ
タ
リ

ア
人
が
こ
ん
な
難
し
い
言
語

を
使
っ
て
い
る
の
か
、
ひ
た

す
ら
謎
で
す
。

し
か
し
、
新
し
い
勉
強
を

す
る
と
、
ま
た
小
学
校
に
入

学
し
た
時
の
よ
う
な
新
鮮
な

気
分
に
な
る
も
の
。
音
楽
に

も
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
た
く

さ
ん
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

友
人
た
ち
も
習
い
事
に
没
頭

す
る
の
が
ス
ト
レ
ス
解
消
な

の
だ
と
か
。
会
社
勤
め
す
る

友
人
の
多
く
は
、
楽
器
を
習

っ
て
い
る
よ
う
。
「
千
尋
ち

ゃ
ん
み
た
い
に
、
た
ま
っ
た

鬱う
っ

憤ぷ
ん

を
バ
ー
ン
と
鍵
盤
に
ぶ

つ
け
た
い
わ
！
」と
い
わ
れ
、

〝
鬱
憤
を
バ
ー
ン
と
鍵
盤
に

ぶ
つ
け
る
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
〞
に
見
え
て
し
ま
う
自
分

の
演
奏
法
を
少
し
反
省
し
ま

し
た
。

週
末
の

日
は
桐
生
の
ビ

レ
ッ
ジ
さ
ん
で
間
近
に
鍵
盤

に
体
当
た
り
す
る
私
を
ご
覧

い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま

す
。
詳
し
く
は
☎
０
２
７
７

・
４
３
・
２
７
７
０（
同
店
）

ま
で
。

ア
メ
リ
カ
東
海
岸
は
氷
点
下

ボ
ス
ト
ン
に
て 複雑なイタリア語に挑戦

か
な
い
・
と
し
ふ
み

１
９
８
４
年
、
大
泉
町
生
ま
れ
。
２
０
１
５
年
、
リ
ス
ト
音

楽
院
大
学
院
指
揮
科
を
史
上
初
の
外
国
人
卒
業
生
と
し
て
最
優
秀
の
成
績
で
卒
業
。

年
、
ア
ラ
ム
・
ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
国
際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞
受
賞
。

ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
拠
点
に
活
動
す
る
大
泉
町
出
身
の
指
揮
者
、
金
井
俊
文
さ
ん

が
来
年

２
月
、
世
界
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
ベ
ル
リ
ン
交

響
楽
団
を
指
揮
す
る
。
東
西
ド
イ
ツ
を
分
断
し
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
か
ら

周
年
を

記
念
し
た
世
界
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
、曲
目
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の「
交
響
曲
第
９
番
」
。

大

台
を
前
に
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
が
、
う
れ
し
い
気
持
ち
の
方
が
大
き
い
。
演
奏
者

の
力
を
自
然
と
引
き
出
せ
る
指
揮
を
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

メ
モ

世
界
平
和
祈
念
第
九

コ
ン
サ
ー
ト

は
来
年
２
月

日

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
開
催

太
田

館
林

大
泉

桐
生

な
ど
か
ら
も
ア
マ
チ
ュ
ア
が
合
唱

に
参
加
す
る
予
定

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

特
別
な
作
品

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
同
楽
団

は
１
９
６
６
年
、
当
時
の
西
ベ
ル
リ

ン
で
設
立
。
同
ホ
ー
ル
で
の
定
期
演

奏
会
や
世
界
各
国
の
音
楽
祭
へ
の
参

加
、
海
外
公
演
、
多
く
の
レ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

「
第
九
」
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩

れ
た

年
、
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス

タ
イ
ン
の
発
案
で
、
東
西
ド
イ
ツ
の

混
合
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
団
な
ど

に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。
今
回
は
現

地
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
活
躍
す
る
ソ

リ
ス
ト
、
日
独
ア
マ
チ
ュ
ア
の
合
唱

メ
ン
バ
ー
ら
計
約
２
０
０
人
と
共
に

「
歓
喜
の
歌
」
を
届
け
る
。

「
第
九
は
日
本
人
以
上
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
人
に
と
っ
て
特
別
な
作
品
。

憧
れ
の
カ
ラ
ヤ
ン
が
指
揮
し
た
ホ
ー

ル
で
、
同
じ
曲
を
振
れ
る
の
は
す
ご

く
光
栄
」
と
喜
び
を
に
じ
ま
せ
る
。

中
学
１
年
の
と
き
、
長
野
五
輪
の

開
会
式
で
指
揮
す
る
小
沢
征
爾
さ
ん

に
感
動
。
大
泉
町
文
化
む
ら
で
開
か

れ
た
群
馬
交
響
楽
団
の
移
動
音
楽
教

室
で
、
指
揮
者
へ
の
思
い
を
強
く
し

た
。
カ
ラ
ヤ
ン
が
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ

ハ
ン
ガ
リ
ー
留
学

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の「
第
九
」

を
指
揮
す
る
ビ
デ
オ
は
擦
り
き
れ
る

ほ
ど
繰
り
返
し
見
た
と
い
う
。

白
鷗
大
足
利
高
校
音
楽
科
で
ピ
ア

ノ
、
桐
朋
学
園
大
と
洗
足
学
園
音
楽

大
大
学
院
で
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
主
に
学

ん
だ
。
奏
者
に
な
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
側
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
指
揮
者
を
見

た
こ
と
が
、
自
身
の
糧
に
な
っ
た
。

大
学
院
修
了
後
、
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

ケ
の
指
揮
や
オ
ペ
ラ
指
揮
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
な
ど
仕
事
が
順
調
に
増
え
る

中
で
、

歳
の
と
き
、
退
路
を
断
っ

て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
リ
ス
ト
音
楽
院
へ

父
の
急
死

飛
び
込
ん
だ
。
「
自
分
の
引
き
出
し

が
圧
倒
的
に
足
り
ず
、
こ
の
ま
ま
じ

ゃ
だ
め
だ
と
思
っ
た
。
本
場
で
、
今

度
こ
そ
指
揮
科
に
身
を
置
こ
う
と
思

っ
た
」

大
き
く
道
を
切
り
開
く
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
２
０
１
６
年
６
月
に

ア
ル
メ
ニ
ア
で
開
か
れ
た
ア
ラ
ム
・

ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
国
際
指
揮
者
コ
ン

ク
ー
ル
だ
っ
た
。
「
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
挑
戦
に
弱
腰
で
い
た
が
、
一
番
の

応
援
者
だ
っ
た
父
が
２

月
に
急
死
し
、
自
分
の

中
で
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ

替
わ
っ
た
」

留
学
以
来
、
タ
ク
ト
を
振
る
機
会

は
少
な
く
、
書
類

審
査
を
通
っ
て

指
揮
台
に
上
が
れ
た
だ
け
で
幸
せ
だ

っ
た
。
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
４
人
に
残

り
、
特
別

賞
を
受
賞
。
翌

年
８

月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
ク
オ
ピ
オ

交
響
楽
団
の
シ
ー
ズ
ン
開
幕
コ
ン
サ

ー
ト
で
客
演
指

揮
者
に
抜
て
き
さ

れ
る
な
ど
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

る
。昨

年
夏
か
ら
東
毛
地
域
を
中
心
に

中
学
、
高
校
に
出
向
い
て
吹
奏
楽
部

の
指
導
も
始
め
た
。
「
苦
し
い
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
指
揮

者
と
し
て
人
間
的
な
魅
力
を
磨
く
大

切
さ
を
学
ん
だ
。
夢
は
オ
ペ
レ
ッ
タ

の
指
揮
。
プ
ロ
の
仕
事
を
極
め
な
が

ら
、
自
分
な
り
に
音
楽
文
化
の
裾
野

を
広
げ
た
い
」

（
天
笠
美
由
紀
）

ド
イ
ツ
統
一

年

平
和
願
う

指揮者

金井 俊文さん 大泉出身
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ベルリン・フィルハーモニーという

ホールは若手指揮者にとって甲子園

みたいなもの と語る金井さん

軽
や
か
に

生
と
死

同
居

霧のアーティスト 中谷芙二子さん

水戸芸術館の屋外の新作前で話す中谷芙二子さん＝水戸市

近
年
、
相
次
ぎ
国
内
で
展
覧

会
が
開
か
れ
て
い
る
。
「
霧
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
世
界

で
活
躍
す
る
中
谷
芙
二
子
さ
ん

は
２
０
１
８
年

月
に
長
年
の

功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
世
界
文

化
賞
を
受
賞
。水
戸
芸
術
館（
水

戸
市
）
で
は
、
国
内
で
の
初
め

て
の
大
規
模
個
展
「
霧
の
抵
抗

中
谷
芙
二
子
」
（
１
月

日

ま
で
）
を
開
催
中
だ
。

中
谷
さ
ん
は
自
然
環
境
と
人

間
と
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
、

水
か
ら
人
工
的
に
発
生
さ
せ
た

霧
を
使
い
、
同
じ
形
を
と
ど
め

な
い
「
霧
の
彫
刻
」
を
つ
く
っ

て
き
た
。
１
９
７
０
年
に
大
阪

万
博
で
初
め
て
手
掛
け
て
以

降
、
世
界
各
地
で

を
超
え
る

霧
作
品
を
生
み
出
し
た
。

今
回
の
展
示
は
、
美
術
館
の

屋
内
外
で
新
作
２
点
を
発
表
。

屋
内
の
一
室
を
使
っ
た
作
品

は
、
発
生
さ
せ
た
霧
に
映
像
を

投
影
。
映
し
出
さ
れ
る
カ
ラ
ス

は
地
球
を
捨
て
、
飛
び
去
っ
て

い
く
よ
う
。
静
ひ
つ
な
空
間
を

つ
く
り
、
鑑
賞
者
に
内
省
を
促

す
。
一
方
、
屋
外
の
作
品
は
、

磯
崎
新
さ
ん
設
計
の
噴
水
を
生

か
し
た
。
そ
の
前
面
に
あ
る
広

場
に
は
霧
が
流
れ
、開
放
的
だ
。

二
つ
の
作
品
に
は
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
の
正
義
を
振
り
か
ざ
す
よ

う
な
重
た
さ
が
な
い
。
「
学
生

時
代
か
ら
、
機
械
化
が
進
み
、

個
人
の
価
値
観
が
全
部
均
質
化

し
て
し
ま
う
こ
と
に
抵
抗
し
て

き
た
」
と
い
う
中
谷
さ
ん
。
一

方
で
「
子
ど
も
で
も
イ
ヌ
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
」と
も
話
し
、

そ
の
軽
や
か
さ
の
中
に
作
品
の

魅
力
が
あ
る
。

中
谷
さ
ん
は

父
親
で
実
験

物
理
学
者
だ
っ
た
中
谷
宇
吉
郎

の
影
響
で
環
境
に
関
心
を
持
っ

た

霧
は
気
象
の
変
化
に
伴
い

自
然
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
中

で
生
成
し

消
滅

す
る

生
ま
れ
て

い
る
こ
と
と
死
ぬ

こ
と
が
一
緒
に
起
き
て
い
る

と
中
谷
さ
ん

霧
が
曖
昧
に
分

か
つ
空
間
に

刹
那
的
な
生
と

死
が
同
居
し
て
い
る
の
だ

展
示
で
は
、
大
阪
万
博
の
時

の
制
作
プ
ロ
セ
ス
や
、
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
の
礎
を
築
い
た
功
労

者
で
も
あ
る
中
谷
さ
ん
の
活
動

を
多
く
の
資
料
で
振
り
返
り
、

当
時
の
時
代
の
息
づ
か
い
も
聞

こ
え
る
。

水
戸
で
国
内
初
の
大
規
模
展

梁
瀬
さ
ん
の

詩
と
追
悼
文

群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ

年
刊
詩
集
第

集

群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ
（
堀

江
泰
寿
代
表
幹
事
）
は
会

員
の
作
品
を
ま
と
め
た

「
群
馬
年
刊
詩
集
」
の
第

集
を
発
行
し
た
‖
写

真
。
会
員

人
の
作
品
の

ほ
か
、
同
ク
ラ
ブ
創
設
に

携
わ
り
、
今
年
６
月
に
亡

く
な
っ
た
梁
瀬
和
男
さ
ん

の
詩
と
追
悼
文
も
掲
載
し

て
い
る
。

梁
瀬
さ
ん
の
作
品
は
詩

集
「
死
者
の
夏
」
（
１
９

７
３
年
）
に
収
録
さ
れ
た

「
予
言
に
つ
い
て
」
。
長

谷
川
安
衛
さ
ん
は
追
悼
文

で
「
戦
後
の
群
馬
詩
壇
の

長
男
だ
っ
た
と
も
言
え
る

方
だ
っ
た
」
と
故
人
を
し

の
ん
だ
。
梁
瀬
さ
ん
を
追

悼
す
る
詩
を
寄
せ
た
会
員

も
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年

月

か
ら
今
年

月
ま
で
の

「
詩
誌
」「
行
事
」
「
賞
」

な
ど
の
記
録
も
盛
り
込
ん

で
い
る
。

２
千
円
。
問
い
合
わ
せ

は
現
代
詩
資
料
館
・
榛
名

ま
ほ
ろ
ば
内
の
事
務
局

（
☎
０
２
７
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